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《研究資料》

中部大学恵那キャンパス植物誌（I )  
卜リムコース及びその周辺地の草本種調査 

南基泰
中部大学応用生物学部

絶減のおそれのある希少種や山野草として人気 

のある植物種の分布状況が明らかになるような情 

報を公開することは，新たな価値観が生じ，逆に 

今の状況を悪化させる側面も持ち合わせている， 

そのため，分布が特定できるような情報は非公開 

にする場合が多い（岐阜策健康福祉環境部g 然環 

境森林課編，2001).

しかし，著者は，「恵那キャンパスが，東海地方 

に300万年以上にわたって続いてきた環境の中で 

生まれた固有種や隔離種である東海丘陵要素植物 

や絶減危惧植物種の隠れ家」となっていた事実を 

公開し，大学という永続的に保存可能な場所に幸 

運にも残存しているこれら植物種の保存，管理を 

行い. 大学や地域での教育^研究活動などに利用す 

るためには，分布情報は必要不可欠であると判断 

した. このような著者の意図から，植物種の分布 

についての情報をあえて非公開とはしなかった.

従って，本報告が，植物種の保存，管理や教育  ̂

研究活動等以外の営利や個人の欲求を満たすため 

の目的に利用されないことを切望する.

維 S

中部大学恵那キャンパスは，JR東海中央線武並 

駅すぐI t , 徒歩約15分の岐阜県恵那市武並竹折の 

丘陵地にあり，東に標高2,190mの秀峰恵那山，北 

には1,128mの笠置山を望む景勝地である.恵那 

キャンパスは，総面積40万m2, 高低差60mで，敷 

地内には研修センタ一や各種運動施設が点在して 

いる.昭和44年度に基礎調査，道路工事が開始さ 

れ，その後昭和52年に研修センター中央棟，第一■ 

宿泊棟及び総合運動場が完成し，昭和55年に全長 

2-7kmのトリムコース（第 1図）が整備された.そ 

の後も昭和62年に体肯館̂，研修棟，第二宿泊棟が 

増設された. しかし，この間も現在の施設以外は，

全丘陵が# エ以前のままぽにおおわれてきた.

敷地内の植生は，マツ，スギ，ヒノキなどが部 

分的に植林されているが，他は落葉性樹林が古め 

る二次林である. また，敷地内は地形的に沢が複 

雑に入り込み起伏に富み，沢筋に沿って多年生草 

本の群落が成立している（第 2 図）. また，トリ 

ムコース内には降水日まに堪水し，乾燥時には水を 

失う低湿地や抑水が悪く，上部からの湧水が表面 

を潤している貧養湿地（第 3 図）があり，そのよ 

うな環境下には湿地性の享本群落が見られる.

著者は，本学に応用生物学部が開設されたこと 

から，今後の教育^や研究活動に現存している敷地 

内の植生の利用が可能か，またその価値評価をす 

るために恵那キャンパス敷地内の植生調査を行う 

こととした. そこで初年度は，比較的植物採參及 

び調査が容易なトリムコースとその筒辺部の草本 

性植物リストの作成を行った.

調査方法

恵那研修センターのトリムコースを中心とした 

その周辺部を調查区域とした. 2001年 5 月から12 

月までの間，のべ11回現地に出向き，トリムコー 

ス内に設置されたNo.1-24までの各ポイント間で， 

開花結実している種子植物の成植物を教育^研究に 

必要最小限数を採集し，さく葉標本を作成し，種 

の同定を行った. ただし，一部未同定の不明種が 

8種残された. また，さく葉標本については，す 

ベてに標本查号をつけ保管した.

次に，各植物種について，環境庁（環境庁自然 

保護局野生生物課編，200 0 ),岐阜県（岐阜■県健 

康福祉環境部g 然環境森林課編，2001) が指定し 

た絶減危惧種と人為的携乱の指標となる帰化植物 

について区分した. なお，ゾff化植物については， 

清水ら（2001)の区分に従った.

キーワ• "ド：恵那キャンパス，伊勢湾周要素，植生，東海丘陵要素 

受 理 日 ：2002年2月1日



応用生物学部紀要第1号 （2002)

調査結果

本年度の調査では，草本41科109種 （不明8種） 

が同定された. その内訳は，単子葉植物が10科45 

種 （不明3種），双子葉植物が31科64種で内，離 

弁花類21科31種 （不明3種），合弁花類10科33種 

(不明2種）であった（表 1 ) . このうち，環境庁 

レッドデータープック（環境庁g 然保護局野生生 

物 課 編 2000)に記載されている絶減危惧II類で 

あるミカワパイケイソウ（第 4 図），シラタマホシ 

クサ（第 5 図），サギソウ（第 6 図），カザグルマ 

(第7 図），ムラサキミミ力キグサ（第 8 図）の 5 

種が，岐阜•県レッドデータープッ'ク （岐阜県健康

福祉環境部g 然環境森林課編2001) に記載され 

ている絶減危惧II類であるミカヮパイケイソウ， 

シラタマホシクサ，サギソウ，ホザキノミミカキ 

グ サ （第 9図），ミミ力キグサ（第10図），ムラサ 

キミミカキグサ，カザグルマの7種が含まれてい 

た. また，帰化植物は，ニヮゼキショウ，メリケ 

ンカルカヤ，ヒメスイノ' ^ オランダミミナグサ， 

シロツメダサ，才才ニシキソウ，ワルナスビ，ア 

メリカセンダングサ，ノ、ソレジオン，ヒメジヨオン， 

セイタカアワダチソウ，ダンドボロギクの合計12 

種であった.

第1表 恵那キヤンパス内トリムコース筒辺で確認された草本植物リスト

Japaneses names ：5cientiiic name 1) 環境庁2) 岐阜県3) 帰化雑草4) さく葉標本番号5)

単子葉植物 Monocotyledoneae
ユリ科  Liliaceae

1 o jieldia jap onica
Veratrum  stam ineum  var. m icranthum  
M etanarthecium  luteo-viride 
H osta logissima  
H osta sp. (unidentified)

A lliu m  thiinhergii 
L iliu m  sp. (unidentfied)

S cilla  scilloides 
D isfw m m  sm ilacinum  
Sm ila x sp. (unidentified) 

Dioscoreaceae
D ioscorea gra cillim a  

Iridaceae
Sisyrinchium  atlanticum  

Juncaceae
Lu zu la  capitata  

Commelinaceae
Com m elina com m unis  

Eriocaulaceae
E riocaulon  decem florum  
E. hondoense 
E. sikokianum  
E. nudicuspe  

Poaceae
Andropogon virginicus  
M icrostegium  vim ineum  
M iscanthus sinensis 
Isachne globosa  
O plism enus undulatifolius  
Sacciolepis indica  
Setaria v in d is  
A ru n d in ella  hirta  
M oliniopsis jap o n ica  
Lophatherum  gracile  
Poa annua  
P. acroleuca  

Aracea
P in ellia  ternata  

Cyperaceae
Carex dickinsii  
Rhynchospora rugosa 
R. fa u r ie i  
R. fu jiia n a  
R. faheri  
R. alba
Eleocharis wichurae 
Fim bristylis subbispicata  
Scirpus wichurae  
Cyperus m icroiria  
C. nipponicus 

Orchidaceae 
サギソウ H abenaria radiata
力午ラン E p ip a d is  thunbergU
ネジノ'?ナ Spiranthes sinensis var. am oena

Dicotyledoneae
Choripetalae 

Polygonaceae 
ヒ メ スイ ノ R um ex acetosella
スイパ  R. acetosa
ハナタテ  P ersk a ria  vokusaiana

イワショウプ 

ミ力ワバイケイソウ 

ノギラン 

ミズギボウシ 
ギボウシ厲 

ヤマラッキョ 

ユリ属 
ツルボ 

チゴユリ 

シオデ属 
ヤマノイモ科

タチドコロ

アヤメ科
ニワゼキショウ

イグサ科
スズメ ノヤリ 

ツユクサ科

ツユクサ 

ホシクサ科

イトイヌノヒゲ 
ニ ツ ポ ン イヌノヒゲ 

シロイヌノヒゲ 

シラタマホシクサ

イネ科
メリケンカルカヤ 

アシポソ 

ススキ 

チゴザサ 

チデミザサ 

ハイヌメリグサ 
エノコログサ 

トダシパ 

ヌマガヤ 

ササクサ
スズメノカタビラ 
ミゾイチゴツナギ 

サトイモ科

カラスビシヤク 

力ヤツリグサ科

オニスゲ 
イヌノハナヒゲ 

才オイヌノハナヒゲ 

コイヌノハナヒゲ 

イトイヌノハナヒゲ 

ミカゾキグサ 

シカクイ

ヤマイ
アブラガヤ 

カヤツリグサ 

アオガヤツリ

ラン科

絶減危惧n類 絶 減 危 惧 II類
CH01038,CH01098 
CH01038,CH01098 
CHOI 085
CH01035,CH01042

CH01077

CH01041
CH01032
CH01018

CH01017

o (明 治 中 期 ）

絶減危惧II類 絶 減 危 惧 II類

絶減危惧II類 絶 滅 危 惧 II類

双子葉植物 
離弁花類 

タデ科

CH01006,CH01016,CH01026

CH01050,CH01051
CH01071
CH01049,CH01069 
CHOI 099

O (第二次世界大戦以降）CH0.1087 
CH01094
CH01091,CH01132,CH01133,CH01134

CH01019
CH01058,CH010162 
CHOI 068

CH01089,CH01090,CHOI143
CH01088,CHOI101
CH01059
CHOI 005
CH01008

CHOI 025 
CH01027 
CH01021 
CH01082 
CH01084 
CH01037 
CHOI100

CHOI 028,CHOI 092,CHO] 093

CHOI 024,CHOI 095

O (明 治 初 期 ）CHOlOOl 
CH01012 
CHOI 040



南一中部大学恵那キャンパス植物誌(I)

Japaneses names Scientific name 1) 環 境 庁 2) 岐阜 県 3) 帰化雑草 4) さく葉標本番号5)

ザクロソゥ科 MoIIuginaceae
ザクロソウ M ollugo pentaphylla

ナデシコ科 Caryophyllaceae
明）才ランタ；スナグサ Cet^asttum giomeT^atum 0  (不 CH01010

ヒユ科 Amaranthaceae
ヤナギイノコズチ Achyranthes longifolia

キンポウゲ科 Ranunculaceae

才才パ、シヨウマ C im idfu ga acerina
カザグルマ Clem atis patens 絶減危惧 II類 絶減危惧 II類

ドクダミ科 Saururaceae

ドクダミ H outtuynia cordata
ウマノスズクサ科 Aristolochiaceae

カンアオイ属 Heterotropa sp. (unidentified)

オトギリソウ科 Guttiferae
サワオトギリ Hypericum  pseudopetiolatum CH01054

コケオトギリ Sarothra laxa CH01029

モウセンゴケ科 Di"oseraceae
モウセンゴケ属 Drosera sp. (unidentified) 絶減危惧 II類 CH01070,CH01073,CH01074,CH01075

ケシ科 Papaveraceae
タケニグサ M acleaya cordata

アプラナ科 Cruciferae
イヌガラシ属 Rorippa sp. (unidentified) CH01057

ユキノシタ科 Saxifragaceae
ウメバチソウ Parnassia palustris CH01076,CH01097

バラ科 Rosaceae
ヒメへビイチゴ Potentilla centigrana CH01007
ワレモコウ Sanguisorba officinalis 

A g fim o n ia  pilosa van japonicaキンミズヒキ

マメ科 Leguminosae
シロツメグサ Trifolium  repens o ( 明 治 初 期 )
才 才 パ ヌ ス ビ ト ハ ギ D esm odium  laxum
メドハギ Lespedeza ju ncea CH01033
ヤプツルアズキ Vigna angularis

カタバミ科 Oxaiidaceae
力タノミ Oxalis corniculata

フウロソウ科 Geraniaceae

ゲンノショウコ G eranium  thunbergii
トウダイグサ科 Euphorbiaceae

タカトウダイ Euphorbia peninensis CH01020

才才ニシキソウ E, m aculata 0  (明 治 末 )
ヒメハギ科 Polygalaceae

ヒナノカンザシ SaloM onia oblongifolia CH01046,CH01052
スミレ禾斗 Violaceae

タチツボスミレ Viola grypocems CH01015
アカバナ科 Onagraceae

チョウジタデ Ludw igia epilohioides CH01002
アリノトウグサ科 Haloragaceae

アリノトウグサ H aloragis m icrantha CH01023,CH01030,CH01047
合弁花類 Sympetalae

サクラソウ科 Primulaceae
コナスビ Lysim achia jap onica CH01003

リンドクギ斗 Gentianaceae
ノ、ルリンドウ G entiana thunbergii CHOlOIl
リンドウ G. scabra var. buergeri CH01078,CH01086"
センプリ Swertia japonica CH01072,CH01080"

ァ力ネ科 Rubiaceae
ヤイトパナ Paederia scandens

シソ科 Labiatae
トクゴクシソバタツナミソウScutellaria m aekaw ae form, abbreviata CH01013

ナス科 Solanaceae
ワルナスビ Solatium  carolinense 0  (明 治 ‘ 初 期)

ゴマノハグサ科 Scrophulariaceae
トキワハゼ M azus pum ilus

キツネノマゴ科 Acanthaceae
キツネノマゴ Justicia procum bens CH01034,01102

タヌキモ科 Lentibulariaceae
ホ ザ キ ノ ミ ミ カ キ グ サ U trku la ria  racemosa 絶減危惧 II類 CH01031,CH01064

ミミカキグサ U. bifida 絶減危惧 II類 CH01022’CH01045’CH01081

ム ラ サ キ ミ ミ カ キ グ サ U, yakusim ensis 絶減危惧 II類 絶減危惧 II類 CH01048,CH01063’CH01105’CH01106
オオパコ科 Plantaginaceae

オ才パコ Plantago asiatica
キク科 Compositae

o (太ア メ リ 力 セ ン ダ ン グ サ B id em  frondosa 正 )
ぺニパナボロギク Crassocephalum  crepidtoides CH01079
ハルジオン Erigeron philadelphicus 0  (第二次世界大戦以降）

サワシロギク A ster rugulosus CH01053,CH01066
ノコンギク A . ageratoides subsp. ovatus

o ( 明 治

CH01067,CH01083

ヒメジョオン Stenactis annuus 初 期）

セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ Solidago altissim a 0  (第二次世界大戦以降)

アキノキリンソウ S. virgaurea subsp. asiatica CH01061
チチコグサ G naphalium  japonicum
チチコグサモドキ G. pensylvanicum
ヒヨドリパナ Eupatorium  chinense CH01044
キセルアザミ C irsium  sieboldii CH01036’CH01043’CH01065,CH01096
アズマヤマアザミ C. m icrospicatum CH01039,CH01060

ァザミ厲 Cirsium  sp. (unidentified) CH01103

ァザミ属 C irsium  sp. (unidentified) Ch01104
タムラソク Serratula coronata su bsp . insularis CH01055
ダンドボロギク Erechtites hieracifolia 0  ( 昭 和 初 期 ) CH01004

イワニガナ Ixeris stolonifera
ニガナ I. dentata CH01009
スイラン Hololeion kram eri CH01056

1 ) 学名は，佐竹ら（1981,1982)に準じた. 2 ) 環境庁g 然保護局野生生物課編(2000) 

4 ) 清水ら（2 0 0 1 ) 5 ) 標本番号があるさく葉標本は，著者によって保管されている.

3 ) 岐阜県健康福祉環境部S 然環境森林課編(2001)
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考 察

トリムコース周辺部の自然植生の評価

本年度の調査結果から，恵那キャンパス内トリ 

ムコース周辺部の植生g 然度を評価する方法と 

し，全草本に対しての帰化植物の前合を算出して， 

帰化率を指標とした. （長田，富土，1977) . っま 

り，帰化率が低い程，人為的携乱が小さい植生と 

評価することができる. 本年度，採集.確認され 

た草本種109種のうち12種が帰化植物であり，全 

草本種に対しての帰化植物の前合を算出すると， 

帰化率は約11.1%となった.恵那キャンパス内植 

生の帰化率を他地域と比較すると，奈良県吉野郡 

野迫川村の近纖大学奧高野研究保護林の11% (杉 

野ら，1988)とほぱ同じで，東大阪市内の約22% 

(杉野ら，1988)の約半分となった.本年度の調 

查で，帰化植物が確認されたのは，トリムコース 

入口のNo.1-2でハルジオンの1種，No.3-4の湿地 

帯でメルケンカルカヤの1種，ゴルフ場下調整池 

付近のNo.5-6でニワゼキショウ，ヒメスイパ，才 

ランダミミナグサ，シロツメグサ，ワルナス，ヒ 

メジョオン，ダンドボロギクの7種，No.8-9でア 

メリカセンダングサの1種，一般道路とトリムコ 

ースが交差するNo.15-16でダンドボロギク，ヒメ 

ジョオンの2種が確認された. このうち，No.1-2, 

No.5-6, No.15-16の 3地点はいずれも，ま家用車 

や作業用享両が往来する生活道路に面した地点で 

あったことから，外部からの帰化雑草の侵入が非 

常に容易と考えられるような地点であった.唯一 

トリムコース内に侵入していたのは，No.3-4の湿 

地帯のメルケンカルカヤ群落であった.メルケン 

カルカヤは，第二次世界大戦以降に愛知県で確認 

されて以来，関東地方以西の湿地帯に広く分布し 

ている. 本植物は晚秋{こ稳;実小聰に白い綿毛が多 

数着き，風で飛散し，分布を拡大していく繁殖法 

をとる（清水矩宏ら，2001). No.3-4の湿地帯に 

成立したメルケンカルカヤ群落の背景には，ヒノ 

キ林を扶み水田（谷津田）が広がり，メルケン力 

ルカヤが分布している. このことから，背景に広 

がる水田から種子が侵入してきたものと思われ 

る.

本学恵那キャンパス内のトリムコース内の植生 

は，一部帰化雑草の侵入も確認されたが，それで 

も非常に帰化率が低いことから， 然植生が比較 

的高く保たれていることが確認できた.

トリムコース内植生の希少性

トリムコース内で確認できた植物について，そ 

の希少性を評価するために，環境庁レッドデータ 

一プック（環境庁ま然保護局野生生物課編2000) 

と岐享県レッドデータープック（岐阜県健康福iit 

環境部ま然環境森林課編2001) に掲載されてい 

る植物種の確認を行った. その結果，ミカつパイ 

ケイソウ，シラタマホシクサ，サギソウ，力ザグ 

ルマ，ムラサキミミ力キグサの5種は環境庁レッ 

ド デ ー タ ー プ ッ ク に絶減危惧II類として位置付け 

られている. また，ミカワパイケイソウ，シラタ 

マホシクサ，サギソウ，ホザキノミミ力キグサ， 

ミミ力キグサ，ムラサキミミ力キグサ，カザグル 

マの7種は，岐阜■県レッドデータープック（岐阜 

県健康福祉環境部g 然環境森林課編2001)でも 

「絶減危惧II類」にランクされている. r絶減危惧 

II類」の基本概念は，r絶減の危機が増大してい 

る種」とされていて，現在の状態をもたらした圧 

迫要因が引き続き作用する場合，近い将来「絶減 

危惧I類」のランクに移行することが確実と考え 

られているランクである. 「絶減危惧I類」の基本 

慨念は r絶減の危機に溯している種」とされてい 

る. 各レッドデータプックからも，トリムコース 

内には非常に希少な植物が分布していることが明 

らかとなった. 上記された7種の享本はいずれも 

「湿地性の植物」であることから，絶減の危険性 

の主要因は，いずれの種も「湿地開発」，「土地造 

成」，「S 然遷移」となっている（環境庁自然保護 

局野生生物課編2 0 0 0 ) .トリムコース内は，上 

記した植物種の絶減要因がこれまでに少なかった 

ため，希少な植物が多く残存したものと推測され 

た.

トリムコース内植生の特殊性（東海丘陵要素植物）

愛知県，岐阜県を中心とする東海地方の台地， 

丘陵地帯には，ハナノキ，シデコプシ，シラタマ 

ホシクサ，ミカワノ《イケイソウなど多くの固有種， 

隔離分布種が自生し，これらの植物群を「東海丘 

陵要素植物」（植田，1989)と呼び，これらの種 

のほとんどは湿地に生ましている. また，これら 

「東海丘陵要素植物」が自生している地域を「周 

伊勢湾地域」と称している. 本年度の調査結果， 

トリムコース盾！辺には，周伊勢湾地域に固有なミ 

カワパイケイソウ，シラタマホシクサがg 生して 

いることが石奮認できた. また，「東海丘陵要素®  

物」と共存する湿地性I t 物であるミズギボウシ
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(第11図），イワショウプ（第12図），ミカゾキグ 

サ （第13図）のg 生も確認できた. イワショウプ， 

ミカゾキグサ，サギソウは，本来東日本の山地に 

g 生する爱地性の植物であるが，「周伊勢湾地域」 

では温暖な気候にも関わらず自生している.反対 

に，ミズギボウシは，宫崎，四国と中国地方に点 

在し，これ以外の分布地として周伊勢湾地城があ 

り （植田，1994) , トリムコース周辺でも密に自 

生しているのが後認できた.トリムコース内の植 

生は，東海丘陵要素植物/などの固有種と，水河期 

に残存した北方系の種及び南方系の種が組み合わ 

さって特異的な湿原植生を構成していることが確 

認できた.

トリムコース内温地の植物群落

トリムコース内の東海丘陵要素植物を含む湿地 

性の植物群落は，いずれも貧栄養湿地で，湿地ぜ 

に特徴的な植物群落が成立し，大別すると3つの 

タイプに分けられた. ’

1 . シラタマホシクサ群落（第1411)
トリムコースNo.1-2の北側ヒノキ林ギャップ内 

で，北側斜面上部からのわき水によって灌養され 

た泥土上から細かい碟が堆積した低湿地に成立し 

た植物群落.

植物群落の組成は，シラタマホシクサ，キセル 

ァザミ（第15図），ウメパチソウ（第16図），イワ 

ショウプ，アブラガヤ，シカクイ，ヌマガヤ，力 

キラン（第17図）で，宫脇，奥 田 （1990) のシラ 

タマホシクサ群集に相当するものと思われる.

2 . コイヌノハナヒゲ群落

トリムコースNo.3-4のコース通路によって分断 

され，北側湿地はわき水によって権養された泥土 

上から細かい藻が体積した湿地（第18図）で，南 

側は降水日きに堪水し，乾燥日まには水を失い腐植が 

堆積している湿地（第19図）. No.19-20の南側北 

側斜面上部からのわき水によって灌養された泥土 

上から細かい碟が堆積した湿地で，本年度確認で 

きた湿地帯としては最も大規模なも湿地（第20 

図）. No.20-21のコース通路北側の回地で，降水 

時に堪水し，乾燥時には水を失い腐植が堆積して 

いる低湿地で，この区間に小規模なものが点在し 

ている. 以上の3湿地帯に成立した植物群落.

ネ直物群落の組成は，イヌノハナヒゲ（第21図）， 

才才イヌノハナヒゲ（第22図)，コイヌノハナヒ 

ゲ （第23図) ，イトイヌノハナヒゲ（第24図），ミ 

カズギグサなどのイヌノハナヒゲ属植物，イトイ

ヌノヒゲ（第25図），ニッポンイヌノヒゲ（第26 

図），シロイヌノヒゲ(第27図）などのホシクサ 

属植物，ミミ力キグサ，ホザキノミミ力キグサ， 

ムラサキミミカキグサなどのタヌキモ属植物/に特 

徴付けられている. その他にも，サギソウ，イワ 

ショウプ，ミズギボウシ，サワシロギク（第28図）， 

キセルアザミ，モウセンゴケ属（種不明）（第29 

図），リンドウ（第30図）が出現している. 宫脇， 

奧 田 （1990) のイヌノハナヒゲ群集に相当するも 

のと思われる.

3 . ミズギボウシ群落

トリムコース以外である力5, ゴルフ場横のアス 

ファルト道路沿いの回地に成立した湿地帯で,降 

水日#に灌水し，乾燥f tには水を失い腐植が堆積し 

ている湿地（第31図).

植物群落の組成は，ミズギボウシ，ミカゾキグ 

サ及びイヌノハナヒゲ属植物のイトイヌノヒゲ， 

シロイヌノヒゲに特徴付けられて，イワショウプ， 

ワレモコ，サワシロギク，マアザミ，モウセンゴ 

ヶ 属 （種不明）が出現している . 宫脇，奥田 

(1990) のイヌノハナヒゲ群集に相当するものと 

思われる.

トリムコース内及びその周}2部に点在する湿地 

帯は，いずれもその筒所务に固有の植物群落が成 

立していることが明らかとなった.東海丘陵要素 

植物が生まする個々の湿地はもともと小規模なも 

ので，あちらこちらに点在し，ーケ所ですベての 

撤っていることもなく，反対に特定の植物のみで 

成立した群落も存在しない特徴があり（植田 

1993) , トリムコース内の湿地の植物群落もその 

ような特徴を示した.

トリムコース内でも確認できたように，伊■勢湾 

周要素に分布する東海丘陵要素植物が生育^する湿 

地はトリムコース内に点在し，それぞれ特徴ある 

植物種によって成立している. 従って，東海丘陵 

要素植物をはじめとする希少な植物を今後，永続 

的に保護していくには，個々に保護するのではな 

く，各湿地を含めたトリムコース内全体の保全が 

必要である.

まとめ

トリムコース内は，帰化植物の侵入が少ないこ 

とから，自然植生が比較的よく保存されていた. 

更に，絶減危惧植物であり，世界中でも伊勢湾周 

要素にだけ分布する東海丘陵要素植物による特異
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的な植生を，現在も維している貴重な植生であ 

ることが確認できた. 恵那研{塚センター筒辺も含 

めた伊勢湾周要素では，大規模な開発により湿地 

が失われ東海丘陵要素植物が激減している現在， 

東海丘陵要素植物が，永続的保存可能なトリムコ 

一ス内で確認できたことは，今後の生物及び環境 

分野の教育，研究にも非常に優れた教材になりう 

る. 今後，恵那研修センターは教育^や研究上の利 

用の面からも,可能な限り現植生の維持及び保存 

を計ることが望ましいと思われる.

恵那キャンパス敷地内は，地形的に沢が複雑に 

入り込み起伏に富んでいるため，調査期間中は灌 

木が密集し立ち入りの困難な筒所が多く，トリム 

コースを中心とした周辺部の調査のみしか行えな 

かったため，見落とした草種もかなりあると推測 

される. また広い敷地面積で，調査を開始したの 

が 5 月下旬であったため，本年度は植物の調査， 

採集が+ 分に徹底していなかったと思われること 

から，今後継続的な調査を行っ.ていく予定であ
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第 2 図沢筋にま生するギボウシ属植物 

撮影場所：トリムコースNo.7-8 

撮 影 日 ：2001年8月5 H

{Hosta s p . ) 第 5 図 シ ラ ダ マ ホ シ ク サ (£riocaulon nudicuspe) 
撮影塌所：トリムコース入M下の法面 

撮影  H : 2001年11/12ロ

第 3 図 ホ ザ キ ノ ミ ミ 力 キ グ サ W tricularia racemosa) , 

ミミカキグサ U J .b ifid a )の群ぼ 

淡紫色の花弁がホザキノミミカキダサ.黄色い花弁がミミカキグサ 

撮影場所：トリムコースNo.3-4北側貧湿地，撮影曰：2001年8月31[]

第 6 図 サ ギ ソ ウ (^Habenaria radiata)
採集場所：トリムコースNo.3-4|^-ttぽ地 

撮 影 日 ：2001年8月5 ロ

第 4 図 ミ カ ワ パ イ ケ イ ソ ウ （Vem trum  stam ineum  van

m ic r a n th u m )さく葉標本（標本番号：CH01014) 

採集場所：トリムコースNo.2-3沢筋 

採 集 R : 2001年5月26H

第 7 図 カ ザ グ ル マ i^Clematispatms) 
撮影場所：トリムコースNo.8"9ドの法面 

撮 影 日 ：2001年5f^26[!
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第 8 図 ム ラ サ キ ミ ミ カ キ グ サ （U tricu laria  ya kusim ensis) 

さ く 葉 標 本 （標 本 番 号 ：C H 0 1 0 4 8 )

採集塊所：トリムコース~ 0 .19*20 [̂ 1'向き斜面な海地 

採 第 H ： 2001年-9；] 15り

第 1 1図 ミ ズ ギ ボ ウ シ (Mosta logissim a)  

撮影場所：トリムコースN o .l9"20南Iら】き 

撮 影 【] ：2001年8月31日

第 9 図 ホ ザ キ ノ ミ ミ 力 キ グ サ W tr ic u la r ia  racem osa)

撮影場断：トリムコースNo.3 4北側貧湿地 

撮 形 R : 2001年8月31H

第 1 2図 イ ワ シ ョ ウ プ (JTofiddia ja p o n ica )

撮影場所：トリムコースNo.ふ4北側效 f显地 

撮 影  H : 2001年 8 H3 1H

第 1 0図 ミ ミ 力 キ グ サ W tr ic u la r ia  b ifida、 

撮影場所：トリムコースN o .M 北側貧ポ地 

撮 影 日 ：2001年10H 14FI

第 1 3図 ミ カ ゾ キ グ サ (^Rhynchospora alba)  

撮影場所：トリムコースNo.3-4北俩貧湿地 

撮 影 【i  : 2001年8 /131ロ



第 1 4 因 シ ラ タ マ ホ シ ク サ (M riocaulon n u d ic u s p e )群洛  

撮影場所：トリムコースNo.1-2の北側ヒノキ林ギャップ内 

撮 影 り ：2001年 l l ；l 2 n

第 1 5図 キ セ ル ア ザ ミ i^Cirsium sieboldii)  

撮影場所：トリムコースNo.34 

撮 影  ロ ： 2001年  9；! 2 9n

第 1 6 IH ウメ  パ チ ソ ウ (^Pamassia palustris') 

撮影場所：トリムコースNo.19 2̂0南向き斜面貧泥地 

撮 影 H : 2001年 10月14 H

第 1ア 国 力 キ ラ ン (^Epipactis thunbergii) 

撮影場所：トリムコースNo.5-6 ド法ffi 

撮 影  ロ ： 2001年 7 f l 8 ロ

第 1 8因 ト リ ム コ ー ス N o .34北 側 貧 湿 地  

撮 彩  n : 2001 f̂-8 H 3 l P

第 1 9図 ト リ ム コ ー ス N o . 34南 側 貧 湿 地  

撮 影 H ： 2001年81131り
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第20図トリムコーフ No. 19*20貧湿地 

撮 影 日 ：2001年8月5U

第23図 コイヌノハナヒゲ(Mynchosporafujiiana')
さく葉標本（標本番号：CH01082)

トリムコースNo.19-20南向き斜面貧湿地，採 集 日 ：2001年 11月2H

1

U

......... .

第21因 イヌノハナヒゲ(Myfichosjwra rusosa')さ く 葉 第 24因 イトイヌノハナヒゲiMynchospom faberf)
標 本 （標本番号：CH01027) さく葉標本（標本番号：CH01084)

トリムコ一スNo.34北側なぽ地.採築ロ  ： 2001年8月5Q 採集場所：トリムコースNo.34北側貧湿地 ’ 採集日：2001年 11月2 日

第22図 オオイヌノノ、ナヒゲ(Mvtichospom faurki、 第25図 イトイヌノヒゲiSriocaulon decemfiomm)
さく葉標本（標本番号：CH01021) さく葉標本（標本番号：CH01050, 51)

採集場所：トリムコーフNo.3-4北側貧溜地 . 採集 H ： 2001年7 « 8 日 撮 影 場 所 ：トリムコースNo.20*2m湿地 . 撮 影 曰 ：2001年9月15日
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第 2 6図 ニ ッ ポ ン イ ヌ ノ ヒ ゲ (E r io c a u lo "  hondoense)  

(標 本 番 号 ：C H 0 1 0 7 1 }

撮影場所：トリムコース：No.3 4北側貧湿地 

撮 影  ロ ： 2001年 9f115H

第 2 9図 モ ウ セ ン ゴ ケ 厲 {D rosera sp . )

撮影場所：ゴルフ堤横湿地 

撮 影  n  : 2001年l o m  ロ

第  2 7  図 シ  ロイヌ  ノ ヒ ゲ (M riocatdoti sik o k ia n u m )  第  3 0  図

(標 本 番 号 ：C H 0 1 0 4 9 , 6 9 ) 撮影場所

撮影場所：ゴルフ場横湿地，撮影 II ： 2001f - 9 H l5 H 撮 影 n

リンドウ  iX^entiana sc a b ra  var. buergeri)

トリムコースN o .l9*20 [î -向き斜面貧湿地 

2001年10f114 ロ

第 2 8 図 サ ワ シ ロ ギ ク (A ster rugulosus')

撮彰塌所：トリムコ一ス\ 0 -3 4北側貧^!|^地

撮 影  U : 2001年 8/15 ロ

第 3 1図 ミ ズ ギ ボ ウ シ (Mosta lo g k s i m a )群 落

撮影場所：ゴルフ場横^^地 

撮 影  H : 2001年8R 31H


